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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンチサブリメーションによってガスストリームからCO2を除去する方法であって、
　ａ）CO2を含有するガスストリームを、－８０～－100℃の範囲の温度に冷却する工程；
　ｂ）CO2を含有するガスストリームを、２～１０バールの範囲の圧力に加圧する工程；
　ｃ）加圧し、冷却したCO2を含有するガスストリームを凍結容器に導入する工程；
　ｄ）前記凍結容器において、加圧し、冷却した、CO2を含有する少なくとも一部のガス
ストリームの温度を、アンチサブリメーションによって固体CO2が生ずる温度に低下させ
、これによって、CO2が奪われたガスストリームを生成する工程；
　ｅ）CO2が奪われたガスストリームを凍結容器から排出する工程；及び
　ｆ）堆積した固体CO2を回収する工程
を含んでなる、CO2の除去法。
【請求項２】
　冷却したCO2を含有するガスストリームを圧縮器によって加圧する、請求項１記載の方
法。
【請求項３】
　ガスストリームの圧力を、工程ｄ）を行った後に低下させる、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　圧力の低減を、機械的又は電気的エネルギーに転化する、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　機械的又は電気的エネルギーを、少なくとも部分的に、圧縮器に再循環する、請求項４
記載の方法。
【請求項６】
　CO2を含有するガスストリームを、１以上のプレ冷却工程において、－８０～－100℃の
範囲の温度に低下させる、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　堆積した固体CO2の回収が、堆積した固体CO2を液化させ；及び液化したCO2を凍結容器
から排出することを含む、請求項１記載の方法。
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【請求項８】
　工程ｂ）を工程ａ）の前に行う、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　ガスストリームからCO2を除去するためのアンチサブリメーションシステムであって、
　ガスストリームを受け取るように構成された凍結容器であって、凍結容器における少な
くとも一部のガスストリームの温度を、アンチサブリメーションによって固体CO2が生ず
る温度に低下させるように構成された低温冷凍装置を含んでなる凍結容器；
　凍結容器に供給されるガスストリームのガス圧を、２～１０バールの範囲の圧力に上昇
させるように構成された圧縮器；及び
　凍結容器に供給されるガスストリームを、－８０～－100℃の範囲の温度に冷却するよ
うに構成された１以上の冷却装置
を含んでなる、アンチサブリメーションシステム。
【請求項１０】
　低温冷凍装置が、ガスサイクル冷凍システム、カスケード冷凍システム又は一体化した
カスケード冷凍システムを含んでなる、請求項９記載のアンチサブリメーションシステム
。
【請求項１１】
　さらに、凍結容器から高圧で排出されるガスストリームを受け取り、圧力を機械的又は
電気的エネルギーに転化するように構成されたエネルギーコンバーターを含んでなる、請
求項１０記載のアンチサブリメーションシステム。
【請求項１２】
　さらに、追加の凍結容器を含んでなり、２つの凍結容器が並列に配置され、これにより
、２つの凍結容器を稼動－待機サイクルで作動することができる、請求項９記載のアンチ
サブリメーションシステム。
【請求項１３】
　１以上の冷却装置が、凍結容器の上流に配置され、ガスストリームを０～１０℃の範囲
の温度に冷却するように構成された第１のプレ冷却装置を含んでなる、請求項９記載のア
ンチサブリメーションシステム。
【請求項１４】
　第１のプレ冷却装置が冷却塔を含んでなる、請求項１３記載のアンチサブリメーション
システム。
【請求項１５】
　１以上のプレ冷却装置が、凍結容器の上流に配置され、ガスストリームを－８０～－10
0℃の範囲の温度に冷却するように構成された第２のプレ冷却装置を含んでなる、請求項
１５記載のアンチサブリメーションシステム。
【請求項１６】
　第２のプレ冷却装置が工業用冷凍装置を含んでなる、請求項１５記載のアンチサブリメ
ーションシステム。
【請求項１７】
　さらに、凍結容器から排出される冷たいガスストリームを受け取り、この冷たいガスス
トリームを、凍結容器に導入されるガスストリームの温度を低下させるために使用するよ
うに構成された熱交換器を含んでなる、請求項９記載のアンチサブリメーションシステム
。
【請求項１８】
　圧縮器が熱交換器の上流に配置されている、請求項９記載のアンチサブリメーションシ
ステム。
【請求項１９】
　エネルギーコンバーターが熱交換器の下流に配置されている、請求項９記載のアンチサ
ブリメーションシステム。
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